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『
鶴
冠
子
』
王
鉄
篇
の
成
立
に
つ
い
て
は
じ
め
に
)
「
鶴
冠
子
」
は
『
漢
書
』
芸
文
志
(
以
下
『
漢
志
」
)
で
「
鴎
冠
子
細
一
篇
」
(
諸
子
略
・
道
家
類
)
と
記
録
さ
れ
、
班
回
の
自
注
は
「
楚
人
引
な
り
。
深
山
に
居
り
、
鴎
を
以
て
冠
と
為
す
」
と
、
鴎
冠
子
は
楚
人
い
で
、
奥
深
い
山
に
住
み
、
同
嗣
(
維
に
似
た
山
鳥
)
の
羽
を
冠
と
し
て
い
問
た
と
記
す
。
舵
現
行
本
『
鶴
冠
子
』
十
九
篇
の
う
ち
、
本
稿
で
扱
う
王
欽
篇
は
、
柱
駒
国
や
令
F
と
い
っ
た
戦
国
時
代
の
楚
国
特
有
の
官
職
名
を
含
ん
で
お
鉄
り
、
班
固
の
「
楚
人
な
り
」
の
注
と
も
対
応
す
る
篇
で
あ
る
。
ま
た
、
じ
本
篇
が
提
示
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
『
国
語
』
斉
語
、
『
管
子
』
小
野
匡
篤
(
両
者
は
、
ほ
ぽ
同
質
の
資
料
)
と
酷
似
す
る
。
こ
の
こ
と
は
醐
柳
宗
元
以
来
の
偽
書
説
と
も
相
倹
っ
て
、
偽
書
説
補
強
の
材
料
と
さ
7
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
以
下
そ
の
流
れ
を
簡
単
に
示
し
て
お
こ
う
。
I
柳
宗
元
は
『
鶴
冠
子
』
世
兵
舗
に
頁
誼
「
鵬
鳥
賦
」
と
の
重
複
語
福
田
也
句
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
「
鴎
冠
子
』
を
頁
誼
以
降
の
偽
作
と
断
定
す
る
(
『
柳
柳
州
文
集
」
弁
鶴
冠
子
)
。
ま
た
、
王
応
麟
は
「
王
欽
篇
は
斉
語
の
管
子
の
言
を
用
い
、
但
だ
資
生
の
鵬
賦
を
用
う
る
の
み
な
ら
ず
。
柳
子
の
弁
は
其
れ
言
を
知
れ
る
か
な
」
(
『
困
学
紀
聞
』
)
と
、
王
鉄
篇
も
ま
た
、
斉
語
・
管
仲
の
言
を
引
用
し
て
お
り
、
鵬
鳥
賦
の
借
用
の
み
に
止
ま
ら
な
い
と
し
て
柳
説
を
補
強
す
る
。
銭
穆
氏
も
同
じ
く
『
管
子
』
小
匡
篇
の
踏
襲
と
見
倣
し
、
加
え
て
「
蓋
し
後
人
、
漢
志
に
鶴
冠
は
楚
人
の
説
有
る
を
見
て
、
妄
り
に
託
せ
し
の
み
」
と
、
後
人
が
『
漢
志
』
の
記
載
か
ら
王
欽
篇
を
偽
作
し
た
の
だ
と
推
測
す
る
(
『
先
秦
諸
子
繋
年
」
蹴
冠
子
弁
)
。
一
方
、
『
文
献
通
考
』
が
引
く
「
周
氏
渉
築
」
は
「
案
ず
る
に
王
鉄
篇
に
載
す
る
所
は
全
て
鐙
制
を
用
う
。
又
た
買
誼
の
後
に
為
る
所
に
非
ざ
る
に
似
た
り
」
と
、
王
欽
篇
は
実
際
の
楚
制
で
、
頁
誼
以
降
の
偽
作
で
は
な
い
と
す
る
。
同
様
に
、
宋
滅
『
諸
子
弁
』
も
王
欽
篇
を
実
際
の
楚
制
と
捉
え
る
。
こ
う
し
た
見
方
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
近
8
年
ま
で
主
流
は
や
は
り
『
鴎
冠
子
』
偽
書
説
の
側
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
に
馬
玉
堆
吊
書
「
老
子
」
乙
本
巻
前
古
侠
書
(
以
下
、
巻
前
古
侠
書
)
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
『
駒
冠
子
』
と
類
似
す
る
語
句
が
多
数
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
状
況
は
一
変
す
る
。
巻
前
古
侠
書
は
、
高
祖
の
韓
「
邦
」
を
避
け
、
恵
帝
の
詳
「
盈
」
と
文
帝
の
誇
「
恒
」
を
避
け
な
い
こ
と
か
ら
高
祖
称
帝
以
降
(
前
二
O
二
)
、
恵
帝
の
即
位
前
(
前
一
九
四
)
の
書
写
と
考
え
ら
れ
、
原
著
の
成
立
は
秦
代
、
或
い
は
戦
国
時
代
に
も
遡
る
と
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
巻
前
古
侠
書
と
類
似
語
句
を
含
む
「
鴎
冠
子
』
の
成
立
も
頁
誼
以
前
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
王
堆
吊
書
は
戦
国
楚
国
の
領
域
で
あ
る
長
沙
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
『
漢
志
』
の
「
楚
人
な
り
」
と
の
記
述
に
深
く
関
連
し
て
い
た
こ
と
も
、
『
磁
冠
子
』
の
文
献
的
信
溶
性
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
偽
書
説
に
お
け
る
種
々
の
論
拠
に
も
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
。
世
兵
篇
は
貿
誼
「
鵬
鳥
賦
」
を
借
用
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
転
し
て
貿
誼
の
側
が
世
兵
篇
を
借
用
し
た
と
さ
れ
る
に
至
る
。
王
欽
粛
に
つ
い
て
も
、
斉
語
・
小
匡
篇
と
の
類
似
を
根
拠
に
前
漢
以
降
の
偽
作
と
断
定
は
で
き
な
い
、
と
反
駁
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
い
く
ら
偽
書
説
を
否
定
し
て
も
、
王
欽
篇
と
小
匡
篇
を
ほ
ぽ
同
一
の
も
の
と
見
倣
す
点
は
旧
態
依
然
で
、
偽
書
説
の
打
破
に
終
始
す
る
あ
ま
り
、
両
者
の
相
違
点
に
対
す
る
検
討
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
王
鉄
篇
は
楚
固
と
の
関
係
を
明
確
に
示
す
唯
一
の
篇
で
あ
り
、
王
欽
篇
の
思
想
的
特
色
、
並
び
に
そ
の
著
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
『
鴎
冠
子
』
の
著
者
と
楚
国
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
く
る
。
無
論
、
王
鉄
篇
の
著
者
が
そ
の
ま
ま
『
鴎
冠
子
」
全
十
九
篇
の
著
者
と
な
る
か
否
か
は
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
『
鴎
冠
子
』
全
体
の
成
立
を
探
る
上
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
王
鉄
篇
に
範
囲
を
限
定
し
、
資
料
的
性
格
の
検
討
、
並
び
に
思
想
的
特
色
の
考
察
を
行
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
総
合
し
、
王
鉄
篇
の
成
立
時
期
、
及
び
著
者
を
推
定
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、
テ
キ
ス
ト
は
四
部
叢
刊
本
「
駒
冠
子
』
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
第
節
王
鉄
篇
の
資
料
的
性
格
王
欽
篇
の
思
想
内
容
の
検
討
に
先
立
ち
、
形
式
的
な
特
徴
や
主
要
な
登
場
人
物
、
及
び
本
篇
の
テ
!
?
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
王
欽
篇
は
現
行
本
『
鶴
冠
子
』
十
九
篇
の
第
九
篇
で
あ
り
、
鶴
冠
子
と
弟
子
の
廊
子
と
の
問
答
形
式
で
構
成
さ
れ
る
。
で
は
登
場
人
物
で
あ
る
腿
子
や
駒
冠
子
に
つ
い
て
、
以
下
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
先
ず
「
鹿
子
」
と
は
誰
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
『
鶴
冠
子
』
世
賢
篇
に
は
、
臆
媛
と
越
の
卓
(
悼
)
衷
玉
[
在
位
前
二
四
四
1
前
二
一
一
一
六
]
、
『
鴎
冠
子
」
武
霊
王
穏
に
は
廊
燥
と
越
の
武
霊
王
[
在
位
前
三
二
五
ー
前
二
九
九
〕
の
問
答
が
あ
り
、
一
一
人
の
廊
氏
の
名
が
見
え
る
。
後
述
の
通
り
、
廠
媛
は
「
史
記
』
等
で
悼
褒
王
の
時
代
に
実
在
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
廊
燥
に
関
し
て
は
記
録
が
な
い
。
呉
世
扶
注
は
廠
媛
と
腕
燥
を
同
一
人
物
と
し
、
陸
佃
注
は
廊
媛
の
兄
と
推
測
す
る
。
だ
が
、
武
霊
王
か
ら
悼
袈
王
ま
で
は
五
十
年
以
上
の
聞
き
が
あ
り
、
同
一
人
物
、
或
い
は
兄
弟
と
も
考
え
難
い
節
が
あ
る
。
廊
燥
と
は
、
鹿
媛
の
父
、
或
い
は
父
の
世
代
に
属
す
る
腐
氏
の
宗
族
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『
鴎
冠
子
』
世
兵
篇
に
は
、
廊
媛
に
敗
れ
た
燕
将
劇
辛
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
、
臆
媛
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
劉
)
向
『
列
仙
伝
』
は
「
鶴
冠
子
は
、
或
る
人
日
く
楚
人
な
り
と
。
(
中
略
)
口
u
か
つ
【
5
}
組
潟
媛
(
U
廊
媛
)
常
て
之
に
師
事
す
」
と
、
廊
媛
が
鶴
冠
子
に
師
事
し
引
て
い
た
と
記
す
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
、
『
鴎
冠
子
』
中
の
「
廊
子
」
削
と
は
「
腐
媛
」
を
指
す
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
次
に
廊
媛
じ
の
事
跡
を
追
っ
て
み
よ
う
。
髄
(
悼
袈
王
)
三
年
[
前
二
四
二
]
、
腐
媛
将
た
り
て
燕
を
攻
め
、
其
初
の
将
劇
辛
を
禽
と
す
。
四
年
、
廠
媛
、
越
・
楚
・
貌
・
燕
の
鋭
E
E
 
欽
師
を
将
い
、
秦
の
叢
を
攻
む
る
も
抜
け
ず
。
移
り
て
斉
を
攻
め
、
ト
銭
安
を
取
る
。
(
『
史
記
』
越
世
家
)
軒
前
二
四
二
年
、
鹿
媛
は
越
の
将
軍
と
し
て
燕
を
攻
め
、
燕
将
劇
辛
闘
を
捕
虜
と
す
る
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、
越
・
楚
・
貌
・
燕
の
精
鋭
部
9
隊
を
率
い
て
秦
の
叢
を
攻
め
る
が
落
ち
ず
、
引
き
返
し
て
斉
の
館
安
ー
を
落
と
し
て
い
る
。
以
上
の
資
料
か
ら
、
廠
媛
は
戦
国
時
代
末
期
、
と
り
わ
け
越
の
悼
袈
王
の
時
代
に
越
将
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
燕
召
公
世
家
は
「
劇
辛
故
よ
り
越
に
居
り
、
鹿
媛
と
普
し
」
と
、
嘗
て
燕
将
劇
辛
が
越
に
お
い
て
廊
媛
と
親
交
が
あ
っ
た
と
記
す
。
廊
媛
に
ま
つ
わ
る
記
事
は
全
て
越
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
も
、
廊
媛
は
趨
人
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
腐
媛
の
師
、
鶴
冠
子
と
は
如
何
な
る
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
李
学
勤
氏
は
弟
子
の
廊
媛
の
活
動
時
期
を
頼
り
に
、
鴎
冠
子
の
活
動
時
期
を
前
三
O
O年
か
ら
前
二
四
O
年
頃
と
推
定
す
る
。
氏
の
推
測
は
一
見
妥
当
に
思
わ
れ
る
が
、
同
明
冠
子
の
実
在
を
資
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
鴎
冠
子
の
名
は
先
秦
の
諸
文
献
、
及
び
『
史
記
』
に
も
全
く
見
え
ず
、
同
剛
冠
な
る
名
称
自
体
そ
の
身
な
り
か
ら
命
名
さ
れ
た
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
類
で
あ
っ
て
、
実
名
及
び
そ
の
事
跡
は
完
全
に
閣
に
伏
さ
れ
て
い
る
。
正
体
不
明
の
鶴
冠
子
と
は
対
照
的
に
、
弟
子
の
鹿
媛
は
『
史
記
』
に
そ
の
名
と
事
跡
が
見
え
、
実
在
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
〉
の
の
E
-
E
E氏
は
『
漢
志
』
に
「
廊
媛
三
篇
」
(
兵
略
書
・
兵
権
謀
家
類
)
と
「
腐
媛
二
篇
」
(
諸
子
略
・
従
横
家
類
)
の
二
種
類
の
「
臆
媛
書
」
が
見
え
る
こ
と
よ
り
、
当
時
腐
媛
が
著
名
な
武
人
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
臆
媛
は
、
燕
将
劇
辛
を
撃
破
し
た
だ
け
で
な
く
、
翌
年
に
趨
・
楚
・
貌
・
燕
の
総
大
将
を
務
め
、
精
鋭
部
隊
を
率
い
て
秦
と
も
戦
っ
て
い
る
。
か
か
る
華
々
し
い
事
跡
は
、
当
世
に
お
。
け
る
腐
媛
の
名
声
を
窮
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
氏
の
指
摘
は
正
鵠
を
得
た
も
の
と
一
言
え
る
。
著
名
な
弟
子
と
正
体
不
明
の
師
、
こ
の
構
図
は
蘇
秦
・
張
儀
と
鬼
谷
子
、
或
い
は
張
良
と
黄
石
公
等
に
同
様
の
形
が
見
出
せ
る
。
鬼
谷
子
と
黄
石
公
は
、
い
ず
れ
も
著
名
な
人
物
で
あ
る
蘇
奈
・
張
儀
や
張
良
の
師
と
し
て
登
場
す
る
。
た
だ
し
実
体
は
甚
だ
怪
し
く
、
到
底
実
在
の
人
物
と
は
見
倣
し
難
い
。
鴎
冠
子
と
廊
媛
の
場
合
も
ま
た
、
こ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
し
て
「
鴎
冠
」
な
る
名
称
も
鹿
子
と
の
関
連
で
考
え
る
と
理
解
が
容
易
と
な
る
。
『
潔
志
』
は
「
鴎
を
以
て
冠
と
為
す
」
と
、
同
附
冠
子
が
鴎
鳥
の
羽
で
作
っ
た
冠
を
着
用
し
て
い
た
と
記
す
。
同
刷
は
維
に
似
た
山
鳥
で
あ
る
が
、
こ
の
鳥
の
性
格
は
「
鶴
冠
」
に
特
別
な
意
味
を
附
与
す
る
。
武
冠
、
俗
に
之
を
大
冠
と
調
う
。
環
線
に
し
て
薙
無
く
、
育
糸
を
以
て
親
と
為
し
、
双
帥
剛
尾
を
加
え
て
左
右
に
竪
て
、
国
嗣
冠
と
為
す
と
云
う
。
(
中
略
)
問
削
剥
矧
刻
引
『
刻
倒
岡
引
吋
J
d矧
叫
捕
け
刻
刻
割
以
叫
問
。
故
に
越
の
武
霊
王
、
以
て
武
士
を
表
し
、
秦
は
之
を
施
く
。
(
『
後
漢
書
」
輿
服
志
下
)
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
国
酬
は
一
方
が
死
ぬ
ま
で
戦
い
を
止
め
ぬ
勇
猛
果
敢
な
鳥
で
あ
っ
た
。
故
に
鶴
冠
は
、
越
の
武
霊
玉
の
時
代
に
武
官
の
冠
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
融
制
冠
は
日
常
一
般
の
冠
で
は
な
く
、
「
武
」
を
象
徴
す
る
特
殊
な
冠
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
念
頭
に
置
く
と
、
武
を
象
徴
す
る
「
尉
冠
」
な
る
名
称
が
武
人
の
師
と
い
う
設
定
に
起
因
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
同
問
冠
子
と
い
う
人
物
も
、
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鴎
冠
と
は
越
の
武
霊
王
が
創
始
し
た
冠
で
、
越
国
と
関
係
深
い
点
も
重
要
で
あ
る
。
『
漢
志
』
で
は
鴎
冠
子
を
楚
人
と
す
る
が
、
こ
れ
は
王
欽
篇
に
楚
の
官
職
名
が
見
え
る
こ
と
に
よ
る
推
測
で
あ
っ
て
、
同
制
冠
子
の
実
在
を
示
す
も
の
で
も
、
実
際
の
出
身
を
表
す
も
の
で
も
な
い
。
王
鉄
篇
は
実
録
で
は
な
く
、
越
人
の
問
答
と
い
う
構
成
を
と
る
虚
構
の
物
語
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
王
欽
篇
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
本
篇
は
「
胞
子
、
鴎
冠
子
に
聞
い
て
日
く
、
泰
上
は
成
鳩
の
道
な
り
。
一
族
之
を
用
い
、
万
八
千
歳
天
下
を
有
ち
、
兵
強
く
、
世
よ
奪
う
可
か
ら
ず
。
(
中
略
)
彼
独
り
何
の
道
を
之
れ
行
い
、
以
て
此
に
至
れ
る
か
」
と
の
鹿
子
の
聞
い
に
始
ま
り
、
以
下
そ
の
「
成
鳩
氏
の
道
」
に
つ
い
て
鴎
冠
子
の
詳
細
な
説
明
が
続
く
。
そ
し
て
最
後
に
「
宜
な
る
か
な
、
成
鳩
氏
の
万
八
千
歳
な
る
や
。
此
の
道
を
得
る
者
は
何
ぞ
誰
氏
を
弁
ぜ
ん
や
。
用
う
る
所
の
国
は
、
而
ち
天
下
の
利
な
る
の
み
」
と
、
鴎
冠
子
に
賛
意
を
表
明
す
る
腕
子
の
言
葉
で
締
め
括
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
本
篇
は
、
胞
子
の
問
題
提
起
か
ら
駒
冠
子
の
説
明
を
経
て
、
胞
子
の
納
得
に
よ
り
完
結
す
る
と
い
う
整
然
と
し
た
流
れ
を
備
え
て
お
り
、
テ
ー
マ
は
「
成
鳩
氏
の
道
」
で
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
「
成
鳩
氏
」
は
他
の
文
献
に
見
え
ず
、
恐
ら
く
本
篇
の
内
容
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
筋
で
成
鳩
氏
は
「
不
朽
の
国
」
、
す
な
わ
ち
長
久
な
る
国
家
の
建
設
を
達
成
し
た
と
さ
れ
る
(
第
二
節
で
詳
述
)
。
成
鳩
の
「
鳩
」
は
「
久
」
と
音
通
し
、
「
久
し
き
を
成
」
し
た
人
物
と
い
う
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
久
」
を
「
鳩
」
に
置
き
換
え
る
の
は
、
同
嗣
冠
子
が
駒
鳥
に
関
係
す
る
こ
と
に
対
応
さ
せ
た
た
め
と
恩
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
成
鳩
氏
と
同
じ
く
「
万
八
千
歳
天
下
を
有
」
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
他
に
天
皇
と
地
皇
が
存
在
し
、
玉
欽
篇
の
著
者
に
よ
る
全
く
の
創
作
で
は
な
い
。
本
文
中
で
鴎
冠
子
は
「
成
鳩
氏
は
天
な
り
」
と
評
す
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
と
、
「
成
鳩
氏
」
と
は
天
皇
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
「
成
鳩
氏
」
(
U
天
皇
)
を
登
場
)
さ
せ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
嗣
そ
れ
で
は
節
を
改
め
、
王
鉄
篇
の
思
想
内
容
の
検
討
に
移
ろ
う
。
てつ
第
二
節
王
鉄
篇
の
恩
想
的
特
色
髄
王
欽
篇
の
統
治
シ
ス
テ
ム
が
斉
語
・
小
匡
篇
と
酷
似
す
る
こ
と
は
伽
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
具
鉄
体
的
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
正
諮
家
健
氏
は
『
国
語
』
斉
語
の
み
な
ら
ず
、
『
墨
子
』
尚
同
篤
と
も
肝
比
較
品
苛
察
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
斉
語
・
尚
同
篇
よ
り
宰
蓄
の
側
閣
が
精
微
で
あ
る
と
の
結
論
が
示
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
ぶ
。
ま
た
、
銭
穆
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
(
鴎
冠
子
弁
)
は
、
本
篤
に
登
場
す
る
郡
・
県
2
に
注
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
郡
県
の
名
は
秦
の
前
に
己
に
有
る
と
雌
も
、
然
る
に
封
君
を
廃
し
、
全
国
に
郡
県
を
以
て
相
統
属
す
る
其
の
制
は
秦
よ
り
始
ま
り
、
未
だ
必
ず
し
も
楚
人
先
に
其
の
制
有
ら
ず
。
蓋
し
後
人
、
漢
志
に
勝
冠
は
楚
人
の
説
有
る
を
見
て
、
妄
り
に
託
せ
し
の
み
。
王
鉄
篇
中
に
は
高
祖
末
年
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
巻
前
古
侠
書
と
の
類
似
語
句
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
『
漢
志
』
以
後
の
偽
作
と
す
る
銭
穆
氏
の
説
に
は
承
服
し
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
注
目
し
た
王
鉄
筋
と
秦
の
郡
県
制
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
本
節
で
は
以
上
の
点
に
留
意
し
、
王
鉄
篤
と
小
匡
篇
(
斉
語
と
小
匡
嬬
は
同
質
の
資
料
な
の
で
、
今
回
は
小
匡
篇
を
比
較
対
象
と
す
る
)
、
及
び
『
墨
子
』
尚
同
篇
と
の
比
較
や
、
秦
の
郡
県
制
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
考
察
し
、
王
鉄
篇
の
思
想
的
特
色
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
で
は
先
ず
、
王
鉄
篇
が
提
示
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
同
制
冠
子
日
く
、
成
鳩
氏
の
道
は
、
未
だ
天
曲
・
日
術
を
離
る
る
者
有
ら
ず
。
天
曲
は
明
に
し
て
循
い
易
く
、
日
術
は
要
に
し
て
行
い
易
き
な
り
。
鹿
子
日
く
、
願
わ
く
は
天
曲
・
日
術
を
聞
か
ん
。
駒
冠
子
臼
く
、
其
の
邑
を
制
し
都
を
理
む
る
に
、
陣
習
者
を
使
う
。
五
家
を
伍
と
為
し
、
伍
に
之
が
長
を
為
る
。
十
伍
を
旦
と
為
し
、
旦
に
有
司
を
置
く
。
四
里
を
扇
と
為
し
、
扇
に
之
が
長
を
為
る
。
十
一
扇
一
を
郷
と
為
し
、
郷
に
師
を
置
く
。
五
郷
を
22 
県
と
為
し
、
県
に
欝
夫
有
り
て
駕
を
治
む
。
十
県
を
郡
と
為
し
、
大
夫
有
り
て
震
を
守
る
。
命
づ
け
て
官
属
と
日
う
。
同
制
冠
子
は
成
鳩
氏
の
統
治
法
、
「
天
曲
」
・
「
日
術
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
都
邑
の
統
制
の
た
め
、
「
膿
習
者
」
(
統
率
者
)
を
設
置
す
る
。
五
家
を
伍
と
い
う
単
位
と
し
、
伍
に
長
(
伍
長
)
を
設
け
る
。
ま
た
、
伍
の
十
倍
に
あ
た
る
十
伍
を
旦
と
い
う
単
位
と
し
、
塁
に
有
司
(
旦
有
司
)
を
置
く
。
以
下
同
様
に
扇
・
郷
・
県
・
郡
と
い
う
上
部
の
行
政
単
位
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
統
率
者
を
配
置
す
る
。
鶴
冠
子
は
伍
か
ら
郡
に
至
る
六
段
階
の
行
政
単
位
の
設
置
、
並
び
に
統
率
者
の
配
置
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
今
度
は
各
段
階
に
お
け
る
統
率
者
の
職
責
に
関
し
て
言
及
す
る
。
便
宜
上
、
三
つ
に
区
分
し
て
見
て
み
よ
う
。
【
伍
長
・
盟
有
司
】
ゆ
え
な
伍
人
故
勿
く
し
て
上
令
を
奉
ら
ず
、
居
処
に
余
不
足
の
状
有
る
も
っ
ぱ
も
、
職
ら
は
以
て
呈
有
司
に
告
げ
ず
。
之
を
家
を
乱
す
と
謂
う
。
ひ
K
其
れ
伍
長
を
罪
す
る
に
同
し
き
を
以
て
す
。
里
中
、
長
を
敬
し
と
も
が
ら
さ
そ
む
少
を
慈
ま
ず
、
等
を
出
り
衆
に
田
聞
き
、
父
兄
の
教
を
聴
か
ざ
る
有
り
。
受
閲
す
る
所
有
る
も
悉
く
は
以
て
扇
長
に
告
げ
ず
。
之
そ
を
塁
を
乱
す
と
謂
う
。
其
れ
有
司
を
罪
し
て
其
の
家
を
武
う
。
伍
長
は
、
上
令
に
従
わ
な
い
者
、
振
舞
い
悪
し
き
者
が
い
た
場
合
、
そ
れ
を
遺
漏
な
く
里
有
司
に
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
報
告
を
怠
る
と
、
「
其
れ
伍
長
を
罪
し
て
以
て
同
し
く
す
」
と
、
伍
長
も
不
肖
者
と
同
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
同
様
に
里
有
司
も
「
長
を
敬
し
少
を
慈
ま
ず
」
等
の
不
肖
者
を
摘
発
し
、
上
部
に
報
告
す
る
役
目
を
負
う
。
ま
た
、
旦
有
司
は
「
受
閲
す
る
所
」
、
す
な
わ
ち
伍
か
ら
の
報
告
を
扇
長
に
中
継
す
る
役
割
を
も
担
う
。
星
有
司
に
対
す
る
罰
則
は
、
「
其
れ
有
そ
司
を
罪
し
て
其
の
家
を
武
う
」
と
、
里
有
司
の
家
族
全
員
が
対
象
と
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
伍
よ
り
一
段
と
厳
し
さ
が
増
す
。
【
扇
長
・
郷
師
・
県
膏
夫
・
郡
大
夫
】
一
周
長
か
ら
郡
大
夫
ま
で
は
共
通
部
分
が
多
い
の
で
、
属
長
に
代
表
さ
せ
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
扇
、
時
を
以
て
教
誇
を
循
行
せ
ず
。
受
聞
す
る
も
悉
く
は
以
て
郷
師
に
告
げ
ず
。
之
を
一
扇
を
乱
す
と
謂
う
。
其
れ
扇
長
を
罪
し
そ
て
其
の
家
を
或
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
新
た
に
「
時
を
以
て
教
務
を
循
行
」
し
な
か
っ
た
場
合
の
処
罰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
扇
長
は
適
切
な
時
期
に
扇
内
の
人
民
を
教
導
す
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
郷
師
・
県
車
問
夫
・
郡
大
夫
も
同
様
の
義
務
を
有
す
る
。
罰
則
に
つ
い
て
見
る
と
、
扇
長
を
含
め
て
郷
長
ま
で
、
上
記
の
そ
旦
有
司
と
同
じ
く
「
其
の
家
を
武
う
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
県
沓
夫
・
郡
大
夫
に
至
る
と
、
「
諒
し
て
赦
す
こ
と
無
し
」
と
抹
殺
な
る
重
々
し
い
表
現
が
使
用
さ
れ
る
。
県
盟
国
夫
を
境
に
し
て
、
よ
り
重
い
職
責
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
【
柱
国
・
令
官
J
】
柱
国
政
を
せ
ず
、
下
の
情
、
上
に
聞
こ
え
ざ
ら
し
め
、
上
の
情
、
ゆ
る
下
に
究
め
ざ
ら
し
む
。
之
を
政
を
総
(
緩
)
く
す
と
謂
う
。
其
の
柱
国
を
諒
し
、
門
を
滅
し
残
疾
す
。
令
芦
時
に
宜
し
く
し
て
地
を
合
せ
ず
、
百
姓
を
豊
田
す
る
者
は
、
之
を
天
下
を
乱
す
と
謂
う
。
〈
る
ま
ざ
き
と
な
其
の
令
予
を
紗
し
て
以
て
狗
う
。
こ
と
で
は
、
前
出
の
伍
長
か
ら
郡
大
夫
に
加
え
て
、
新
た
に
柱
国
・
令
賢
が
登
場
す
る
。
柱
国
・
令
努
は
国
政
を
司
る
要
職
に
あ
る
が
、
両
者
の
役
割
は
大
き
く
異
な
る
。
)
柱
国
は
と
り
わ
付
下
情
の
上
問
、
上
意
の
貫
徹
と
い
う
二
つ
の
使
嗣
命
を
負
う
。
後
述
の
伝
達
方
法
を
説
く
場
面
に
は
、
「
郡
は
四
十
五
日
引
に
柱
固
に
報
じ
、
柱
国
は
六
十
日
に
以
て
天
子
に
聞
す
」
と
あ
り
、
柱
い
国
は
郡
大
夫
と
天
子
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
柱
国
は
各
郡
を
統
目
指
す
る
総
元
締
め
の
地
位
に
あ
り
、
民
衆
統
治
に
お
げ
る
最
高
の
官
髄
職
に
あ
る
と
言
え
る
。
故
に
職
務
不
履
行
時
に
は
、
柱
国
自
身
の
訴
伽
殺
の
み
な
ら
ず
、
一
族
族
滅
と
い
う
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
。
鉄
最
後
に
登
場
す
る
令
ヂ
は
「
時
に
宜
し
く
し
て
地
を
合
」
す
と
、
四
ド
時
の
推
移
を
見
極
め
、
適
時
に
農
耕
さ
せ
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
。
令
酢
罪
は
人
間
界
の
統
治
に
止
ま
泊
ず
、
人
間
界
と
自
然
界
と
の
調
和
と
醐
い
う
更
に
高
度
な
職
責
を
負
引
。
そ
こ
で
民
衆
統
治
の
最
高
官
職
で
あ
る
柱
国
の
上
部
に
位
置
し
、
職
務
不
履
行
時
に
は
最
も
苛
酷
な
日
〈
る
ま
f
;
診
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
大
罪
人
と
し
て
曝
し
者
に
さ
れ
る
。
以
上
、
簡
単
に
各
段
階
に
お
け
る
統
率
者
の
職
責
を
見
て
き
た
が
、
特
に
伍
か
ら
柱
固
ま
で
は
、
見
聞
し
た
情
報
を
上
部
に
遺
漏
な
く
報
告
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
併
せ
て
任
務
を
怠
っ
た
場
合
の
処
罰
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
処
罰
は
上
位
の
官
職
に
な
る
ほ
ど
厳
し
く
な
る
。
報
告
の
怠
慢
や
情
報
の
隠
蔽
は
、
上
述
の
伝
達
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
危
険
を
苧
む
か
ら
で
あ
る
。
更
に
王
欽
篇
は
上
聞
下
遠
の
伝
達
日
数
も
詳
細
に
規
定
す
る
。
天
は
四
時
を
用
い
、
地
は
五
行
を
用
う
。
天
子
は
一
を
執
り
て
以
て
中
央
に
居
る
。
(
中
略
)
故
に
家
里
は
提
を
用
い
、
扇
長
は
句
を
用
い
、
郷
師
は
節
を
用
い
、
県
沓
夫
は
月
を
用
い
、
郡
大
夫
は
気
の
分
れ
て
至
る
所
を
用
い
、
柱
国
は
六
律
を
用
う
。
里
は
五
日
に
肩
に
報
じ
、
扇
は
十
日
に
郷
に
報
じ
、
郷
は
十
五
日
に
県
に
報
じ
、
県
は
三
十
日
に
郡
に
報
じ
、
郡
は
四
十
五
日
に
柱
固
に
報
じ
、
柱
国
は
六
十
日
に
以
て
天
子
に
聞
す
。
天
子
は
七
十
二
日
に
使
を
遣
わ
し
、
功
有
る
に
勉
め
、
如
ら
ざ
る
を
罰
せ
し
む
。
此
れ
天
地
と
総
た
る
所
以
な
り
。
下
の
情
は
六
十
日
に
一
た
び
上
に
聞
か
れ
、
上
の
恵
は
七
十
二
日
に
一
た
び
下
に
究
ま
る
。
此
れ
天
曲
・
日
術
な
り
。
家
里
(
伍
長
と
里
有
司
)
か
ら
柱
固
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
提
」
・
「
句
」
・
「
節
」
・
「
月
」
・
「
気
の
分
れ
て
至
る
所
」
・
「
六
律
」
を
用
い
る
と
い
う
。
「
提
」
・
「
句
」
・
「
節
」
・
「
月
」
等
は
、
下
文
の
「
塁
は
五
日
(
提
)
に
扇
に
報
じ
、
肩
は
十
日
(
旬
)
に
郷
に
報
じ
、
郷
は
4
十
五
日
(
節
)
に
県
に
報
じ
、
県
は
三
十
日
(
月
)
に
郡
に
報
じ
:
」
2
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
上
聞
の
日
程
を
指
す
。
五
日
[
里
]
↓
十
日
[
扇
]
↓
十
五
日
[
郷
]
↓
三
十
日
[
県
]
と
い
う
日
程
で
次
々
と
上
部
に
伝
達
さ
れ
、
六
十
日
目
(
六
侮
)
に
し
て
漸
く
柱
固
か
ら
天
子
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
、
天
子
は
七
十
二
日
目
に
使
者
を
派
遣
し
裁
断
を
下
す
。
か
く
し
て
一
連
の
上
聞
下
達
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。
『
管
子
』
五
行
篇
で
は
、
一
年
を
春
・
夏
・
土
用
・
秋
・
冬
の
五
つ
に
分
け
、
七
十
二
日
ご
と
に
政
令
を
発
布
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
王
鉄
篇
の
伝
達
法
が
七
十
二
日
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
る
の
も
、
『
管
子
』
同
様
に
、
五
行
の
推
移
に
順
ず
る
政
治
を
理
想
と
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
引
用
の
冒
頭
に
は
「
天
は
四
時
を
用
い
、
地
は
五
行
を
用
う
」
と
あ
り
、
ま
た
後
部
で
こ
れ
ら
を
「
此
れ
天
地
と
総
た
る
所
以
な
り
」
と
総
括
す
る
。
以
上
か
ら
す
る
と
「
天
地
と
総
た
る
所
以
」
と
は
、
天
の
管
轄
下
に
あ
る
旬
・
節
・
月
等
の
時
の
推
移
、
地
の
管
轄
下
に
あ
る
五
行
の
推
移
に
順
い
、
天
地
と
一
体
と
な
っ
て
民
衆
を
統
治
す
る
方
法
、
す
な
わ
ち
、
天
地
を
規
範
と
す
る
統
治
法
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
末
尾
の
「
此
れ
天
曲
・
日
術
な
り
」
の
「
天
曲
」
と
は
、
天
の
曲
、
つ
ま
り
前
出
の
行
政
単
位
を
指
し
、
「
日
術
」
と
は
こ
こ
で
規
定
さ
れ
た
日
程
に
よ
り
行
わ
れ
る
伝
違
法
を
指
す
。
天
に
お
け
る
時
の
推
移
、
地
に
お
け
る
五
行
の
運
行
を
政
治
の
規
範
と
す
る
思
考
は
、
『
管
子
』
四
時
篇
・
五
行
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
そ
の
他
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
、
『
礼
記
』
月
令
篇
、
及
び
『
准
南
子
』
時
則
篇
に
は
、
一
年
十
二
か
月
の
各
月
ご
と
に
四
時
・
五
行
を
配
当
す
る
、
よ
り
詳
細
且
つ
体
系
的
な
時
令
思
想
が
存
在
す
る
。
王
欽
篤
の
思
考
も
広
く
み
れ
ば
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
成
鳩
氏
は
何
故
に
か
か
る
統
治
法
を
案
出
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
う
し
な
成
鳩
は
既
に
上
世
の
嗣
の
、
道
を
失
い
功
を
亡
い
、
本
に
倍
き
徳
を
滅
す
る
の
則
を
見
る
。
故
に
之
が
不
朽
の
国
を
為
ら
ん
と
す。
成
鳩
氏
は
、
上
世
の
王
位
継
承
者
が
道
理
や
功
績
を
失
い
、
行
動
は
本
末
転
倒
で
恩
徳
も
廃
れ
る
、
と
い
う
由
々
し
き
事
態
に
至
る
法
則
性
を
発
見
す
る
。
そ
こ
で
か
か
る
事
態
を
回
避
し
、
永
遠
な
る
「
不
朽
の
国
」
の
建
設
を
試
み
た
の
だ
と
鴎
冠
子
は
説
明
す
る
。
天
曲
・
日
術
の
制
と
は
こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
案
出
さ
れ
た
制
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
篇
冒
頭
部
で
、
鶴
冠
子
は
成
鳩
氏
を
評
し
て
、
「
成
鳩
氏
は
天
な
た
か
り
。
故
に
能
く
其
の
高
き
を
増
し
、
其
の
霊
を
尊
く
す
る
こ
と
英
し
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を
訊
ね
た
胞
子
に
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
鶴
冠
子
日
く
、
天
は
誠
な
り
。
其
れ
日
は
徳
な
り
。
日
は
誠
に
出
で
誠
に
入
り
、
南
北
に
極
有
り
。
故
に
以
て
法
則
と
為
さ
ざ
る
は
美
し
。
天
は
信
な
り
。
其
れ
月
は
刑
な
り
。
月
は
信
に
死
し
信
に
生
じ
、
終
れ
ば
則
ち
始
め
有
り
。
故
に
以
て
政
と
為
さ
の
り
ざ
る
は
莫
し
。
天
は
明
な
り
。
星
は
其
れ
稽
な
り
。
列
星
乱
れ
ぬ
ぐ
ず
、
各
お
の
序
を
以
て
行
る
。
故
に
小
大
以
て
章
な
ら
ざ
る
は
の
り
莫
し
。
天
は
図
な
り
。
時
は
其
れ
則
な
り
。
四
時
名
に
当
り
、
代
そ
む
る
も
干
か
ず
。
故
に
以
て
必
然
と
為
さ
ざ
る
は
莫
し
。
天
は
一
ひ
と
ひ
と
な
り
。
法
は
其
れ
同
し
き
な
り
。
前
後
左
右
古
今
、
自
ら
如
し
。
故
に
以
て
常
と
為
さ
ざ
る
は
莫
し
。
天
は
誠
信
明
因
一
に
し
て
、
衆
父
と
為
ら
ず
、
易
る
こ
と
一
な
り
。
故
に
能
く
与
に
先
を
争
か
か
う
こ
と
莫
し
。
易
る
こ
と
一
な
る
も
、
一
な
る
に
は
非
ず
。
故
)
に
尊
増
す
可
か
ら
ず
。
成
鳩
は
一
を
得
る
。
故
に
制
を
駕
に
仰
闘
が
ざ
る
は
莫
し
と
。
引
天
は
「
誠
信
明
因
こ
の
五
要
素
を
備
え
る
。
そ
し
て
「
衆
父
と
い
な
ら
ず
」
、
す
な
わ
ち
万
物
の
父
と
な
っ
て
万
物
を
支
配
し
た
り
せ
口
ず
、
ひ
た
す
ら
規
則
正
し
く
変
化
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
。
だ
か
ら
蹴
(
行
動
に
規
則
性
が
な
い
)
万
物
と
先
を
争
う
こ
と
は
な
い
。
規
則
正
和
し
く
変
化
す
る
の
だ
が
、
決
し
て
一
回
限
り
で
終
わ
る
こ
と
な
く
連
鉄
綿
と
続
く
。
だ
か
ら
何
も
つ
け
足
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
成
鳩
氏
は
日
「
一
」
(
規
則
正
し
く
恒
常
的
な
天
の
五
要
素
)
を
獲
得
し
た
。
従
つ
肝
て
、
成
鳩
氏
の
制
に
帰
服
し
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
と
。
山
川
鶴
冠
子
は
天
の
五
要
素
「
誠
信
明
因
こ
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
ら
5
は
、
太
陽
の
運
行
・
月
の
満
ち
欠
け
・
列
星
の
巡
行
・
四
時
の
移
り
2
変
わ
り
・
天
の
理
法
等
に
代
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
何
れ
も
規
則
正
し
い
法
則
性
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
。
鴎
冠
子
は
天
の
五
要
素
に
つ
い
て
「
易
る
こ
と
一
な
り
」
と
、
変
化
が
規
則
的
で
あ
る
点
を
指
摘
し
、
ま
た
、
そ
の
変
化
が
永
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
点
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
成
鳩
氏
は
恒
常
性
を
意
味
す
る
「
一
」
を
獲
得
し
た
と
述
べ
て
、
成
鳩
氏
の
制
へ
の
因
循
を
説
く
の
で
あ
る
。
成
鳩
氏
の
天
曲
・
日
術
の
制
は
、
天
に
お
け
る
四
時
、
地
に
お
け
る
五
行
を
規
範
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
四
時
・
五
行
は
次
々
と
変
化
し
て
一
定
し
な
い
。
し
か
し
、
順
序
や
周
期
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
一
定
で
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
変
わ
ら
ぬ
、
恒
常
且
つ
晶
旦
遍
的
な
理
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
曲
・
日
術
の
制
は
、
成
鳩
氏
が
獲
得
し
た
「
こ
を
制
度
化
し
た
も
の
と
一
言
え
る
。
人
間
世
界
の
統
治
シ
ス
テ
ム
が
最
終
的
に
天
地
に
結
び
つ
く
の
は
、
永
遠
不
滅
な
る
国
家
の
あ
り
方
を
天
地
の
理
法
に
求
め
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
『
鴎
冠
子
』
は
従
来
か
ら
黄
老
的
色
彩
が
色
濃
い
毒
物
と
さ
純
、
そ
れ
は
黄
帝
書
の
一
部
と
目
さ
れ
る
巻
前
古
侠
書
と
類
似
語
句
を
含
む
こ
と
に
も
顕
著
で
あ
る
。
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
経
法
』
(
馬
王
堆
漢
基
吊
書
整
理
小
組
編
一
九
七
六
年
)
巻
末
所
収
の
対
照
表
は
、
『
鶴
冠
子
』
と
の
類
似
語
句
と
し
て
二
十
例
を
挙
げ
、
う
ち
王
欽
也
捕
に
関
し
て
は
二
例
を
挙
げ
る
。
そ
の
う
ち
特
に
次
の
一
節
は
前
掲
部
分
と
深
く
関
連
す
る
。
天
は
一
を
執
り
て
以
て
三
を
明
ら
か
に
す
。
日
信
に
出
で
信
に
入
り
、
南
北
に
極
有
る
は
[
度
の
稽
な
り
。
月
信
に
生
じ
信
に
]
26 
死
し
、
進
退
に
常
有
る
は
数
の
稽
な
り
。
列
星
に
数
あ
り
て
そ
ぬ内、
の
行
り
を
失
わ
ざ
る
は
信
の
稽
な
り
。
(
『
経
法
』
論
篇
)
天
は
「
ご
(
恒
常
性
)
を
所
有
し
て
一
二
(
日
・
月
・
列
星
)
の
働
き
を
明
確
に
す
る
と
し
、
日
・
月
・
列
星
は
そ
れ
ぞ
れ
度
・
数
・
信
、
す
な
わ
ち
恒
常
性
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
王
鉄
篇
が
提
示
す
る
五
例
(
日
・
月
・
星
・
四
時
・
法
)
の
う
ち
、
「
四
時
」
と
「
法
」
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
日
・
月
・
列
皇
等
が
規
則
性
・
恒
常
性
を
有
す
る
理
法
で
、
為
政
者
が
の
っ
と
る
べ
き
規
範
と
さ
れ
て
い
る
点
は
王
鉄
篇
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
れ
も
王
鉄
篇
の
根
幹
部
に
関
わ
る
主
張
と
語
句
的
に
も
酷
似
す
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
王
欽
篇
の
思
想
的
ベ
l
ス
は
黄
老
学
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
巻
前
古
侠
書
は
、
少
な
く
と
も
既
に
前
二
五
【
M〕
O
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
今
は
両
者
に
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
の
確
認
に
止
め
て
お
き
、
先
へ
と
進
む
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
で
は
以
上
の
王
欽
篇
の
考
察
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『
管
子
』
小
匡
篇
の
側
を
見
て
い
こ
う
。
小
匡
篇
は
金
谷
治
氏
に
よ
り
、
戦
国
中
期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
で
も
管
仲
が
説
く
統
治
シ
ス
テ
ム
の
部
分
に
王
鉄
篇
と
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
。
管
子
対
え
て
臼
く
、
昔
者
、
聖
王
の
其
の
民
を
治
む
る
や
、
其
の
国
を
参
に
し
其
の
部
を
伍
に
し
、
民
の
居
を
定
め
、
民
の
事
を
成
し
て
、
以
て
民
紀
と
為
し
、
謹
し
ん
で
其
の
六
乗
を
用
う
。
是
の
如
く
し
て
、
民
情
は
得
可
く
、
百
姓
は
御
す
可
し
と
。
(
中
略
)
桓
公
日
く
、
園
を
参
に
す
る
と
は
奈
何
せ
ん
と
。
管
子
対
え
て
臼
く
、
国
を
制
し
て
以
て
二
十
一
郷
と
為
す
。
商
工
の
郷
六
、
土
農
の
郷
十
五
。
公
は
十
一
郷
を
帥
い
、
高
子
は
五
郷
を
帥
い
、
因
子
は
五
郷
を
帥
い
る
。
国
を
参
に
す
る
の
故
に
三
軍
を
為
る
。
(
中
略
)
五
家
を
制
し
て
軌
と
為
し
、
軌
に
長
有
り
。
十
軌
を
星
と
為
し
、
昆
に
司
有
り
。
四
里
を
連
と
為
し
、
連
に
長
有
り
。
十
連
を
郷
と
為
し
、
郷
に
良
人
有
り
。
五
郷
に
一
帥
あ
り
と
。
管
仲
は
古
の
聖
王
の
統
治
法
と
し
て
、
園
都
を
=
一
分
割
、
部
(
園
都
以
外
の
地
)
を
五
分
割
す
る
「
参
国
」
・
「
伍
部
」
の
制
を
提
示
す
る
。
こ
の
う
ち
「
参
国
」
の
制
は
、
「
軌
」
・
「
星
」
・
「
連
」
・
「
郷
」
等
、
行
政
単
位
の
名
称
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
各
単
位
の
規
模
は
王
欽
篇
の
「
伍
」
・
「
里
」
・
「
扇
」
・
「
郷
」
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
す
る
文
章
表
現
も
酷
似
す
る
。
た
だ
し
、
郷
の
上
部
に
王
鉄
篇
の
県
・
郡
に
相
当
す
る
組
織
は
無
く
、
郷
を
桓
公
(
十
一
郷
了
高
子
(
五
郷
了
因
子
(
五
郷
)
[
高
子
・
因
子
は
斉
の
卿
]
が
そ
れ
ぞ
れ
統
率
す
る
と
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
の
規
模
は
王
鉄
篇
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
い
。
従
来
の
指
摘
通
り
、
両
者
の
理
想
と
す
る
統
治
法
は
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
殊
に
段
階
的
に
行
政
単
位
を
設
け
て
統
治
せ
ん
と
す
る
理
念
自
体
は
、
ほ
ぽ
同
質
の
も
の
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
両
者
が
対
象
と
す
る
統
治
の
範
囲
、
基
盤
と
す
る
統
治
体
制
、
並
び
に
統
治
の
規
範
等
に
つ
い
て
は
、
実
は
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
。
小
匡
篇
の
参
国
・
伍
部
の
制
は
、
斉
の
園
都
臨
浴
と
臨
泊
以
外
の
斉
園
の
邑
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
、
斉
一
国
を
対
象
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
王
鉄
篇
は
天
子
を
頂
点
と
す
る
己
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
天
下
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
匡
篇
は
封
建
制
を
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
統
治
論
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
桓
公
は
「
諮
侯
多
く
沈
乱
し
て
、
天
子
に
)
服
せ
ず
」
と
い
う
状
態
を
打
破
す
べ
く
征
伐
を
敢
行
し
、
諸
侯
の
平
嗣
定
を
達
成
す
る
。
そ
し
て
「
天
下
を
率
い
て
周
室
を
定
め
、
大
い
に
引
諸
侯
を
陽
殺
に
朝
せ
し
む
」
と
、
天
下
を
統
率
し
て
周
室
を
安
定
さ
い
せ
、
諸
侯
を
陽
殺
の
地
に
会
合
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
桓
公
の
行
じ
動
が
示
す
よ
う
に
、
小
匡
篇
で
は
諸
侯
征
伐
後
も
依
然
と
し
て
諸
侯
胞
の
存
在
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。
周
室
の
安
定
を
大
義
名
分
に
掲
げ
る
初
以
上
、
自
ら
を
も
含
む
諸
侯
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
鉄
あ
っ
て
、
桓
公
の
行
為
は
諸
侯
の
聞
に
覇
を
唱
え
る
い
わ
ゆ
る
稲
業
ド
の
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
匡
篇
が
描
く
参
園
・
伍
部
の
針
制
も
、
封
建
制
の
枠
組
内
で
展
開
さ
れ
る
統
治
論
と
な
っ
て
お
り
、
諸
問
侯
を
介
在
さ
せ
な
い
統
治
体
制
を
提
示
す
る
王
欽
篤
と
は
、
性
格
を
大
き
く
異
に
す
る
。
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2
こ
の
他
、
各
統
率
者
の
職
責
と
罰
則
に
つ
い
て
、
小
匡
篇
の
側
が
王
欽
篇
ほ
ど
仔
細
な
規
定
を
設
け
て
い
な
い
点
も
両
者
の
違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
正
月
の
朝
、
郷
長
事
を
復
す
。
公
親
ら
需
に
問
い
て
臼
く
、
子
の
郷
に
於
い
て
、
居
処
、
義
を
為
し
学
を
好
み
、
聡
明
質
仁
に
、
父
母
に
慈
孝
に
し
て
、
長
弟
、
郷
里
に
関
こ
ゆ
る
者
有
る
か
。
有
ら
ば
則
ち
以
て
告
げ
よ
。
有
る
も
以
て
告
げ
ざ
れ
ば
、
之
を
賢
を
蔽
う
と
謂
い
、
其
の
罪
は
五
あ
り
と
。
有
司
、
事
を
己
り
て
し
り
ぞ
竣
く
。
正
月
に
朝
廷
に
お
い
て
郷
長
が
民
衆
の
状
態
を
報
告
し
、
恒
公
自
ら
そ
れ
に
応
対
す
る
。
桓
公
は
郷
長
に
対
し
、
好
学
聡
明
・
慈
孝
長
弟
な
る
賢
者
の
推
挙
を
命
じ
、
違
反
時
に
は
五
刑
(
刺
青
・
鼻
切
り
・
足
切
り
・
宮
刑
・
死
刑
)
に
処
す
と
勧
告
す
る
。
以
下
こ
れ
に
続
け
て
拳
勇
股
肱
の
勇
士
の
推
挙
、
並
び
に
不
慈
不
孝
・
不
長
不
悌
な
る
輩
の
摘
発
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
文
意
は
引
用
部
と
等
し
く
、
い
ず
れ
も
処
罰
は
五
刑
と
さ
れ
て
い
る
。
小
匡
篇
は
郷
長
に
対
す
る
職
責
と
罰
則
を
示
す
の
み
で
、
郷
長
以
下
の
統
率
者
に
は
全
く
言
及
し
な
い
。
こ
れ
は
統
率
者
の
職
責
と
罰
則
を
、
段
階
を
設
け
つ
つ
仔
細
に
規
定
す
る
王
欽
篇
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
伝
達
方
法
に
関
し
て
も
小
匡
篇
に
は
特
別
な
規
定
は
な
く
、
「
正
月
の
朝
、
郷
長
事
を
復
す
」
の
よ
う
に
、
正
月
に
一
度
、
郷
長
の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
君
主
に
よ
る
訓
戒
が
行
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
地
を
規
範
に
仰
ぐ
時
令
的
な
要
素
は
、
小
匡
B
篇
の
側
に
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
2
王
鉄
篤
と
小
匡
篇
は
、
伍
・
星
等
の
行
政
単
位
を
段
階
的
に
設
げ
て
統
治
せ
ん
と
す
る
発
想
に
お
い
て
は
類
似
の
性
格
を
示
す
。
し
か
し
、
①
統
治
の
対
象
範
囲
の
広
狭
②
封
建
制
に
依
拠
す
る
か
否
か
③
時
令
思
想
の
有
無
等
に
関
し
て
は
、
看
過
で
き
な
い
差
異
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
同
様
の
観
点
か
ら
「
墨
子
」
尚
同
穏
と
も
比
較
し
て
み
る
と
し
よ
う
。
太
古
の
昔
、
民
衆
の
意
見
は
十
人
十
色
で
天
下
は
混
乱
し
て
い
た
。
墨
子
は
混
乱
を
解
決
す
る
た
め
に
統
率
者
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
是
の
故
に
天
下
の
賢
を
選
択
し
、
可
な
る
者
を
ば
立
て
て
以
て
天
子
と
為
す
。
天
子
立
つ
も
其
の
力
を
以
て
未
だ
足
ら
ず
と
為
し
、
又
た
天
下
の
賢
を
選
択
し
、
可
な
る
者
は
之
れ
を
置
立
し
す
で
て
以
て
三
公
と
為
す
。
天
子
二
ニ
公
既
以
(
己
)
に
立
つ
も
、
天
下
を
以
て
博
大
に
し
て
、
遠
国
異
土
の
民
、
是
非
利
害
の
弁
は
、
一
二
し
て
明
知
す
る
可
か
ら
ず
と
為
す
。
故
に
万
国
を
画
分
し
て
、
諸
侯
函
君
を
立
つ
。
諸
侯
・
国
君
既
己
に
立
つ
も
、
其
の
力
を
以
て
未
だ
足
ら
ず
と
為
し
、
又
た
其
の
国
の
賢
を
選
択
し
、
可
な
る
者
は
之
れ
を
置
立
し
て
以
て
正
長
と
為
す
。
(
『
基
子
』
尚
向
上
篇
)
天
下
中
か
ら
最
上
の
賢
者
を
選
択
し
天
子
と
す
る
。
た
だ
し
、
天
子
だ
付
で
は
力
不
足
な
の
で
、
更
に
賢
者
を
選
択
し
て
三
公
を
立
て
る
。
以
下
同
様
に
し
て
下
部
に
諸
侯
・
国
君
、
正
長
(
統
率
者
)
の
設
置
を
述
べ
、
「
天
子
|
=
一
公
l
諸
侯
・
国
君
正
長
」
と
い
う
序
列
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
是
の
故
に
里
長
は
毘
の
仁
人
な
り
。
里
長
は
政
を
里
の
百
姓
に
発
し
て
、
言
い
て
臼
く
、
善
と
不
善
と
を
聞
か
ば
、
必
ず
以
て
其
の
郷
長
に
告
げ
よ
。
(
中
略
)
郷
長
は
郷
の
仁
人
な
り
。
郷
長
は
政
を
郷
の
百
姓
に
発
し
て
、
言
い
て
日
く
、
善
と
不
善
と
を
聞
か
ば
、
必
ず
以
て
其
の
園
君
に
告
げ
よ
」
(
同
)
と
、
諸
侯
・
国
君
の
下
位
に
位
置
す
る
「
正
長
」
は
、
更
に
「
里
長
」
と
「
郷
長
」
に
分
割
さ
れ
る
。
そ
し
て
天
子
の
上
部
に
も
「
天
下
の
百
姓
、
皆
な
天
子
に
上
岡
す
る
も
、
天
に
上
向
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
の
拙
闘
い
猶
お
未
だ
去
ら
ざ
る
な
り
」
(
同
)
と
、
天
の
存
在
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
故
に
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
「
天
|
天
子
|
一
一
一
公
|
諸
侯
・
国
君
|
郷
長
里
長
」
と
い
う
図
式
が
得
ら
れ
る
。
(
尚
問
中
・
下
篇
は
、
郷
長
以
下
に
若
干
の
差
異
が
存
在
す
る
が
、
基
本
的
に
は
上
舗
と
同
じ
と
み
て
よ
い
。
)
右
記
の
図
式
に
は
「
天
子
」
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
尚
同
篇
が
天
下
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
統
治
法
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の
点
は
玉
鉄
篇
と
も
軌
を
一
に
す
る
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
中
間
に
「
諸
侯
・
国
君
」
が
介
在
す
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
尚
同
篇
も
小
匡
篇
同
様
に
、
封
建
制
の
枠
組
み
内
で
思
考
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
王
鉄
篤
と
決
定
的
に
異
な
る
。
封
建
制
と
対
極
に
位
置
す
る
も
の
は
、
楽
の
天
下
統
一
後
、
始
皇
帝
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
郡
県
制
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
始
皇
帝
は
封
建
制
を
廃
止
し
、
郡
県
制
に
よ
る
天
下
統
治
を
実
施
し
た
。
諸
侯
を
介
在
さ
せ
ず
、
郡
県
に
よ
る
天
下
統
治
を
思
考
す
る
点
は
、
王
鉄
篇
と
共
通
す
る
。
で
は
、
王
欽
篇
の
提
示
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
秦
の
郡
県
制
と
同
一
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。
商
験
変
法
以
来
、
秦
は
法
治
を
重
視
し
、
始
皇
帝
時
に
は
李
斯
を
採
用
し
て
一
段
と
法
家
路
線
を
強
化
す
る
。
「
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
事
は
皆
な
法
に
決
す
」
と
、
諸
事
が
全
て
実
定
法
に
よ
り
運
営
さ
れ
)
る
と
記
す
。
だ
が
、
王
鉄
篇
の
側
に
は
全
て
を
実
定
法
の
下
に
統
治
問
せ
ん
と
す
る
思
考
は
見
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
王
鉄
篇
に
は
「
(
諮
け
U
け
が
と
十
吏
)
官
を
仔
し
治
を
乱
し
、
令
を
奉
ら
ず
法
を
犯
せ
ば
、
其
の
罪
は
い
民
に
加
わ
る
」
と
、
諸
吏
に
対
す
る
「
法
」
・
「
令
」
へ
の
言
及
が
あ
じ
り
、
ま
た
先
述
の
通
り
、
各
統
率
者
が
職
務
を
怠
っ
た
場
合
の
罰
則
胞
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
王
鉄
篇
で
も
実
定
法
は
統
治
の
手
駒
段
と
し
て
積
極
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
鉄
た
だ
し
王
鉄
篇
の
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
天
地
の
推
移
に
沿
っ
た
統
日
治
を
根
幹
に
据
え
て
お
り
、
自
然
法
を
実
定
法
の
上
に
置
く
構
造
を
酔
持
つ
。
一
方
、
奈
の
郡
県
制
に
は
、
自
然
法
を
実
定
法
の
上
に
置
く
団
思
考
が
全
く
存
在
せ
ず
、
実
定
法
の
み
で
支
配
を
寅
徹
せ
ん
と
す
る
9
立
場
を
と
る
。
天
地
へ
の
随
順
を
究
極
目
的
と
す
る
王
鉄
篇
の
郡
県
2
制
と
、
法
実
証
主
義
の
立
場
を
と
る
秦
の
そ
れ
と
で
は
、
天
地
を
統
治
の
規
範
と
仰
ぐ
か
否
か
と
い
う
点
で
、
決
定
的
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
以
上
の
考
察
を
適
し
て
、
王
鉄
篇
は
、
①
天
下
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
統
治
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
②
封
建
制
で
は
な
く
郡
県
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
③
等
し
く
郡
県
制
と
は
い
っ
て
も
、
秦
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
天
地
を
規
範
と
す
る
こ
と
を
統
治
の
根
幹
に
据
え
た
上
で
の
郡
県
制
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
か
か
る
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は
王
欽
篇
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
。
第
三
節
王
鉄
篇
の
成
立
事
情
本
節
で
は
、
第
一
節
で
考
察
し
た
王
鉄
篇
の
資
料
的
性
格
(
特
に
鴎
冠
子
と
腐
媛
)
や
、
第
二
節
で
確
認
し
た
王
欽
舗
の
思
想
的
特
色
を
総
合
し
、
王
鉄
篇
の
成
立
時
期
、
並
び
に
著
者
を
推
定
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
で
は
先
ず
、
王
欽
舗
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
鴎
冠
子
は
架
空
の
人
物
で
あ
り
、
鴎
冠
な
る
名
称
は
、
鹿
媛
が
将
軍
で
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
い
る
。
鹿
媛
が
将
軍
と
し
て
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
、
燕
将
劇
辛
と
の
戦
い
(
訪
問
二
四
二
)
が
初
出
だ
が
、
彼
の
名
声
が
天
下
に
耐
く
こ
と
に
な
る
の
は
、
越
・
楚
・
貌
・
燕
の
総
大
将
と
し
て
秦
と
干
支
を
交
え
る
翌
年
(
前
二
四
一
)
。
の
戦
争
に
お
い
て
で
あ
る
。
将
軍
廊
媛
あ
っ
て
の
鶴
冠
子
で
あ
る
か
ら
、
鴎
冠
子
が
登
場
す
る
玉
欽
篇
の
成
立
は
、
前
二
四
一
年
を
決
し
て
遡
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
王
欽
篇
に
は
、
郡
県
制
を
成
鳩
氏
(
天
皇
)
の
創
始
と
位
置
づ
け
、
皇
帝
の
独
創
と
す
る
始
皇
帝
に
対
抗
せ
ん
と
し
た
形
跡
が
窺
え
る
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
先
述
の
通
り
、
王
鉄
篇
の
郡
県
制
は
成
鳩
氏
の
発
案
と
さ
れ
、
そ
の
成
鳩
氏
と
は
天
皇
を
指
す
と
恩
わ
れ
る
。
一
方
、
皇
帝
な
る
称
号
は
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
よ
る
と
、
泰
皇
と
五
帝
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
皇
帝
の
称
号
に
つ
い
て
浅
野
裕
一
氏
は
「
基
本
的
に
は
帝
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
帝
の
最
高
位
で
あ
り
、
功
業
よ
り
す
れ
ば
皇
に
も
比
肩
す
べ
き
帝
で
あ
る
と
の
意
味
を
込
め
た
」
も
の
と
述
べ
、
古
の
五
帝
以
上
、
且
つ
三
皇
に
も
迫
る
ほ
ど
の
位
置
に
自
ら
を
位
置
づ
け
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
五
帝
を
も
凌
ぐ
と
豪
語
す
る
始
皇
帝
で
さ
え
、
三
皇
の
段
階
に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
乙
と
は
し
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
成
鳩
氏
、
す
な
わ
ち
天
皇
は
、
皇
帝
を
も
凌
ぐ
存
在
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
今
、
皇
帝
は
井
せ
て
海
内
を
一
と
し
て
以
て
郡
県
と
為
し
、
天
下
和
平
す
」
(
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
、
浪
邪
台
石
刻
碑
文
)
と
、
始
皇
帝
は
自
分
が
初
め
て
天
下
を
統
一
し
て
郡
県
と
し
、
天
下
を
安
定
さ
せ
た
の
だ
と
誇
り
、
自
ら
の
事
業
を
前
代
未
聞
の
独
創
と
位
置
づ
け
た
。
だ
が
、
王
鉄
篇
が
説
く
よ
う
に
、
郡
県
制
が
既
に
天
皇
の
発
案
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
始
皇
帝
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
は
剥
奪
さ
れ
る
。
皇
帝
の
上
位
に
位
置
す
る
天
皇
を
登
場
さ
せ
る
理
由
は
、
以
上
の
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
記
の
よ
う
に
、
王
欽
篇
に
は
皇
帝
へ
の
対
抗
心
が
看
取
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
成
立
は
秦
の
統
一
以
降
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
天
下
全
体
を
郡
県
制
に
よ
っ
て
統
治
せ
ん
と
す
る
王
鉄
篇
の
構
想
も
、
秦
の
実
例
が
あ
れ
ば
こ
そ
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
漢
代
ま
で
降
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
玉
鉄
篇
の
成
立
を
漢
代
以
降
と
し
た
場
合
、
敢
え
て
楚
制
を
提
唱
す
る
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
鴎
冠
子
や
戦
国
時
代
の
越
将
腿
媛
を
登
場
さ
せ
る
必
然
性
も
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
漢
代
ま
で
降
る
可
能
性
は
ほ
ぽ
な
い
と
み
て
よ
い
。
以
上
か
ら
、
王
鉄
篇
の
大
凡
の
成
立
時
期
は
、
秦
の
統
一
以
降
1抽
出
帝
国
成
立
前
(
前
二
二
一
1
前
二
O
二
)
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
次
に
、
王
鉄
筋
の
著
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
し
よ
う
。
上
述
の
如
く
、
鴎
冠
子
と
廊
媛
は
い
ず
れ
も
越
に
関
係
す
る
人
物
で
、
形
式
面
か
ら
推
測
す
る
と
、
著
者
は
越
人
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。
更
に
、
越
は
王
鉄
篇
が
ベ
l
ス
と
す
る
黄
老
思
想
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。
ま
さ
楽
氏
の
族
に
楽
暇
公
・
楽
臣
公
有
り
。
越
の
且
に
秦
の
滅
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す
る
や
、
亡
げ
て
斉
の
高
密
に
之
く
。
楽
臣
公
は
普
く
黄
帝
老
子
の
言
を
修
め
、
斉
に
顕
聞
し
、
賢
師
と
称
せ
ら
る
。
(
中
略
)
楽
臣
公
は
黄
帝
老
子
を
学
ぶ
。
其
の
本
師
は
号
し
て
河
上
丈
人
と
日
う
。
其
の
出
づ
る
所
を
知
ら
ず
。
河
上
丈
人
は
安
期
生
に
教
え
、
安
期
生
は
毛
翁
公
に
教
え
、
毛
翁
公
は
楽
報
公
に
教
え
、
楽
寂
公
は
楽
臣
公
に
教
え
、
楽
臣
公
は
叢
公
に
教
う
。
(
『
史
記
』
楽
毅
列
伝
)
秦
に
よ
り
越
が
ま
さ
に
滅
亡
せ
ん
と
す
る
時
期
、
楽
毅
一
族
は
越
よ
り
斉
に
亡
命
す
る
。
中
で
も
楽
臣
公
は
「
賞
帝
老
子
の
言
を
修
め
」
た
者
で
あ
り
、
こ
の
亡
命
に
よ
っ
て
越
の
黄
老
学
は
斉
へ
伝
え
ら
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
か
か
る
資
料
が
示
す
よ
う
に
、
戦
国
最
末
期
の
越
に
は
、
賞
老
学
の
系
譜
に
名
を
連
ね
る
楽
氏
一
族
が
在
住
し
て
お
)
り
、
越
は
ま
さ
に
黄
老
学
の
本
場
で
あ
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
黄
老
翻
学
的
色
彩
を
持
つ
玉
欽
篇
が
趨
人
の
手
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
可
能
性
引
は
十
分
に
あ
る
。
い
ま
た
越
は
、
秦
に
長
平
の
大
敗
北
を
喫
す
る
な
ど
、
秦
に
対
し
て
に
深
い
怨
恨
を
抱
く
国
で
あ
る
。
腐
媛
は
反
秦
連
合
の
総
大
将
と
い
う
髄
経
歴
を
有
し
、
い
わ
ば
反
秦
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。
廠
媛
の
登
場
駒
は
反
秦
感
情
に
由
来
す
る
と
考
え
る
と
、
か
か
る
設
定
も
よ
く
了
解
鉄
で
き
る
。
王
欽
篇
が
斉
語
・
小
匡
篇
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
は
、
斉
日
と
の
関
係
も
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
本
篇
に
斉
の
特
色
を
肝
強
く
示
す
部
分
は
存
在
せ
ず
、
斉
人
を
著
者
と
考
え
る
に
は
無
理
が
棚
あ
る
。以
上
概
観
し
た
限
り
で
は
、
王
鉄
篇
は
越
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
著
者
は
越
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
一
方
で
、
王
欽
31 
篇
は
こ
れ
に
反
す
る
側
面
も
示
す
。
そ
れ
は
、
楚
の
官
職
名
が
統
治
論
中
に
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
趨
人
が
わ
ざ
わ
ざ
楚
の
官
職
名
を
使
用
し
て
自
国
の
天
下
統
治
の
図
式
を
組
み
立
て
る
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
杜
宝
元
氏
は
、
王
鉄
篇
中
に
南
方
の
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
が
、
著
者
が
中
原
の
超
人
な
ら
ば
、
こ
れ
も
不
可
解
な
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
。
か
か
る
側
面
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
今
度
は
楚
人
が
候
補
と
し
て
挙
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
著
者
が
楚
人
な
ら
ば
、
楚
の
天
下
統
治
の
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る
と
い
う
行
為
も
至
っ
て
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
楚
人
に
も
「
楚
は
=
一
戸
と
な
る
と
雄
も
、
秦
を
滅
ぽ
す
は
必
ず
楚
な
り
」
(
『
史
記
』
項
羽
本
紀
)
と
の
語
に
顕
著
な
よ
う
に
、
強
い
反
秦
感
情
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
何
故
に
趨
人
の
問
答
に
託
す
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
の
点
が
最
大
の
疑
念
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
以
上
の
現
象
は
、
如
何
に
す
れ
ば
整
合
的
に
理
解
可
能
だ
ろ
う
か
。
王
欽
篇
の
作
成
に
、
越
人
、
楚
人
の
何
れ
か
し
か
携
わ
ら
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
上
述
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
ず
る
。
と
は
い
え
、
越
人
と
楚
人
の
共
同
制
作
と
い
う
可
能
性
は
、
王
鉄
篇
が
楚
国
の
天
下
統
治
を
甲
盆
苛
す
る
以
上
、
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
王
鉄
篇
は
段
階
を
追
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
現
行
の
王
欽
篇
の
前
段
階
を
、
仮
に
原
「
王
欽
篇
」
と
し
て
、
原
「
王
鉄
篇
」
↓
玉
欽
篇
と
い
う
流
れ
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
楚
国
に
よ
る
天
下
統
治
の
図
式
を
提
示
す
る
以
上
、
最
終
的
な
著
者
(
厳
密
に
32 
は
編
者
)
は
楚
人
か
、
少
な
く
も
楚
に
深
く
関
わ
る
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
原
「
王
欽
篇
」
(
趨
人
)
↓
王
鉄
筋
(
楚
人
)
の
先
後
関
係
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
趨
人
の
問
答
形
式
、
及
び
黄
老
学
的
思
考
と
い
う
主
要
部
分
は
何
れ
も
越
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
反
面
、
楚
の
特
色
を
明
示
す
る
部
分
は
、
僅
か
柱
国
・
令
罪
の
二
語
に
尽
き
る
。
従
っ
て
、
そ
の
大
部
分
は
越
人
の
著
作
と
思
わ
れ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
漢
志
』
は
二
種
の
「
臆
媛
書
」
を
記
録
す
る
。
こ
れ
は
反
秦
の
英
雄
で
あ
る
廊
媛
に
仮
託
す
る
書
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
戦
国
最
末
に
活
躍
し
た
腐
媛
に
仮
託
す
る
以
上
、
成
書
時
期
は
泰
代
に
降
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
担
い
手
は
恐
ら
く
越
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
原
「
王
鉄
篇
」
も
か
か
る
運
動
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
、
「
廠
媛
書
」
の
一
部
、
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
を
楚
人
は
何
ら
か
の
経
路
で
入
手
し
、
そ
こ
に
楚
の
官
職
名
を
挿
入
す
る
等
、
若
干
の
改
変
を
施
し
て
王
鉄
篇
を
作
成
し
た
と
解
す
れ
ば
、
上
記
の
矛
盾
も
解
消
し
、
整
合
的
な
理
解
が
可
能
と
な
る
。
以
上
、
段
階
的
に
王
欽
鰐
が
成
立
し
た
と
の
観
点
か
ら
、
王
鉄
篇
の
著
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
以
下
こ
の
点
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
更
に
王
鉄
筋
の
成
立
時
期
や
著
者
を
絞
り
込
ん
で
み
よ
う
。
。EE
E
氏
は
、
王
欽
舗
に
楚
制
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
王
鉄
篇
の
成
立
を
楚
閏
滅
亡
(
前
二
二
三
)
以
前
、
或
い
は
秦
漢
の
際
(
前
二
O
九
i
前
二
O
二
)
で
あ
る
と
し
、
と
り
わ
け
前
者
を
有
力
視
す
る
。
だ
が
、
皇
帝
な
る
称
号
の
意
識
、
郡
県
制
の
採
用
等
を
考
慮
す
る
と
、
王
欽
篇
の
成
立
時
期
は
秦
帝
国
成
立
以
降
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
前
者
(
前
二
二
三
年
以
前
)
の
可
能
性
は
ほ
ぽ
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
氏
が
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
す
る
後
者
(
前
二
O
九
1
前
二
O
二
)
の
期
間
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
前
二
O
九
年
の
隙
勝
・
呉
広
の
乱
を
口
火
と
し
て
、
反
秦
の
狼
煙
は
瞬
く
聞
に
天
下
に
広
が
る
。
陳
勝
は
「
張
楚
」
を
国
号
と
定
め
、
楚
の
復
興
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
が
、
王
た
る
こ
と
六
年
で
早
く
も
彼
の
政
権
は
瓦
解
す
る
。
し
か
し
、
反
秦
の
空
気
は
衰
え
ず
、
反
乱
の
主
軸
は
項
梁
・
項
羽
の
楚
軍
へ
と
切
り
替
わ
る
。
項
梁
は
沼
増
の
献
策
を
容
れ
て
楚
の
末
育
を
立
て
、
懐
王
と
し
て
擁
立
し
(
前
二
O
八
)
、
秦
と
の
戦
い
を
継
続
す
る
。
項
梁
は
志
半
ば
で
戦
死
す
る
が
、
項
羽
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
二
年
後
(
前
二
O
六
)
に
秦
は
滅
亡
す
る
。
項
羽
は
有
功
の
諸
侯
を
各
地
に
封
建
し
、
懐
王
を
義
帝
と
し
て
裁
く
も
の
の
、
翌
年
に
は
義
帝
を
暗
殺
し
、
こ
れ
が
も
と
で
楚
漢
の
抗
争
へ
と
突
入
し
て
い
く
。
か
か
る
一
連
の
流
れ
の
中
、
陳
勝
・
呉
広
の
乱
か
ら
秦
の
滅
亡
ま
で
は
、
楚
国
復
興
の
気
還
が
急
激
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
殊
に
二
世
皇
帝
を
暗
殺
し
た
趨
高
が
、
帝
号
を
改
め
て
子
嬰
を
秦
王
と
し
て
即
位
さ
せ
て
か
ら
は
(
前
二
O
七
)
、
楚
が
秦
に
取
っ
て
代
わ
る
可
能
性
が
俄
に
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
嘗
て
裂
の
宰
相
呂
不
章
は
、
奈
の
統
一
直
前
に
『
呂
氏
春
秋
」
を
編
纂
し
た
。
統
一
を
射
程
に
入
れ
た
こ
の
時
期
の
、
か
か
る
大
規
模
な
編
纂
事
業
の
目
的
は
、
統
一
後
の
天
下
経
営
の
指
針
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
十
ニ
紀
の
各
月
の
首
篇
は
、
月
ご
と
の
政
策
を
仔
細
に
記
し
て
お
り
、
時
令
思
想
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
こ
そ
が
『
田
口
氏
春
秋
』
の
描
く
天
下
経
営
の
理
想
型
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
同
様
に
、
楚
の
天
下
統
一
の
気
還
が
高
揚
し
た
こ
の
時
期
こ
そ
、
楚
の
天
下
経
営
の
プ
ラ
ン
を
必
要
と
す
る
強
い
動
機
が
存
在
す
る
。先
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
か
か
る
プ
ラ
ン
を
必
要
と
す
る
人
物
に
)
①
陳
勝
②
項
羽
③
懐
王
の
三
人
が
考
え
ら
れ
る
。
翻
陳
勝
は
卑
賎
の
出
身
で
、
さ
し
た
る
教
養
も
な
か
っ
た
と
推
察
さ
引
れ
る
。
仮
に
彼
の
下
で
作
ら
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
側
近
の
叫
手
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
陳
勝
の
ブ
レ
ー
ン
と
は
、
「
隙
渉
の
王
と
な
【
る
や
、
而
し
て
魯
の
諸
儒
は
孔
氏
の
礼
器
を
持
し
て
往
き
て
陳
王
に
髄
帰
す
。
是
に
於
い
て
列
目
頭
副
封
割
引
、
卒
に
渉
と
倶
に
駒
死
す
」
(
『
史
記
』
儒
林
列
伝
)
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
八
世
の
子
孫
、
鉄
孔
甲
で
あ
る
。
家
系
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
孔
甲
は
生
粋
の
儒
者
で
じ
あ
る
。
儒
者
は
徳
治
を
重
ん
じ
法
治
を
否
定
す
る
。
ま
た
、
自
然
法
軒
を
重
視
す
る
思
考
も
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
孔
甲
が
王
壁
崩
を
著
国
作
す
る
可
能
性
は
薄
く
、
陳
勝
陣
営
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
い
う
可
3
能
性
は
ほ
ぽ
消
滅
す
る
。
次
の
項
羽
も
極
め
て
可
能
性
が
低
い
。
な
3
ぜ
な
ら
、
項
羽
は
秦
を
滅
ぽ
し
た
後
、
諸
侯
を
封
建
す
る
と
い
う
郡
県
制
と
相
反
す
る
行
動
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
残
る
は
懐
王
(
義
帝
)
の
可
能
性
で
あ
る
。
懐
王
は
有
名
無
実
の
王
で
、
実
権
は
項
羽
が
掌
握
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仮
に
も
楚
の
勢
力
を
代
表
す
る
君
主
で
あ
る
。
更
に
秦
の
滅
亡
後
、
懐
玉
は
俄
に
帝
号
を
称
す
る
こ
と
と
な
る
。
実
質
は
と
も
か
く
、
名
目
上
は
天
下
の
支
配
者
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
義
帝
こ
そ
か
か
る
プ
ラ
ン
を
最
も
必
要
と
し
た
人
物
と
推
察
さ
れ
、
恐
ら
く
そ
の
担
い
手
は
彼
の
側
近
達
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
あ
ま
り
に
緊
急
の
要
請
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
は
既
製
品
(
原
「
王
欽
篇
」
)
に
楚
の
官
職
名
を
挿
入
す
る
程
度
の
、
急
場
凌
ぎ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
越
人
が
楚
の
統
治
プ
ラ
ン
を
語
る
と
い
う
杜
撰
極
ま
り
な
い
改
変
は
、
か
か
る
慌
た
だ
し
さ
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。
懐
王
は
義
帝
と
な
っ
た
翌
年
に
早
く
も
擁
立
者
、
項
羽
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
。
懐
王
陣
営
が
諸
侯
(
項
羽
も
含
む
)
の
存
在
を
否
定
す
る
郡
県
制
を
構
想
し
て
い
た
な
ら
ば
、
項
羽
に
危
険
視
さ
れ
暗
殺
さ
れ
る
事
態
も
、
当
然
の
結
末
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
先
に
提
示
し
た
王
鉄
篇
の
成
立
時
期
(
前
二
二
一
i
前
二
O
二
)
か
ら
更
に
有
力
な
時
期
を
絞
る
な
ら
ば
、
楚
の
義
帝
の
即
位
置
後
(
前
二
O
六
)
か
ら
、
項
羽
に
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
(
前
二
O
五
)
の
聞
で
、
著
者
は
懐
玉
の
側
近
達
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
「
鴎
冠
子
』
王
鉄
篇
に
、
諸
侯
を
介
在
さ
せ
な
い
郡
県
制
を
ベ
1
ス
と
し
た
統
治
シ
ス
テ
ム
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
玉
鉄
篇
の
主
張
は
必
ず
し
も
『
鶴
冠
子
』
全
体
で
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
君
道
は
人
を
知
り
、
臣
術
は
事
を
知
る
。
(
中
略
)
天
地
を
制
し
、
諸
侯
を
御
す
る
に
聖
を
使
う
」
(
道
端
篇
)
と
か
、
「
上
賢
は
天
子
と
為
り
、
次
賢
は
三
公
と
為
り
、
高
な
る
も
の
は
、
諸
侯
と
為
る
。
姓
を
易
え
て
王
た
り
」
(
泰
録
篇
)
と
、
明
ら
か
に
諸
侯
の
存
在
を
認
め
る
篇
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
欽
篇
の
著
者
と
道
端
篇
・
泰
録
篇
の
著
者
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ〉つ。道
端
篇
・
泰
録
篇
は
、
問
答
体
の
王
鉄
篇
と
異
な
り
、
論
文
体
で
構
成
さ
れ
る
。
論
文
体
は
鶴
冠
子
の
自
著
部
分
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
鶴
冠
子
日
く
」
等
の
語
は
見
え
ず
、
国
嗣
冠
子
と
の
関
連
は
不
明
確
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
越
よ
り
楚
に
流
入
し
た
賞
老
学
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
『
鶴
冠
子
』
全
体
の
成
立
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
当
然
、
篇
相
互
の
比
較
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
‘王(
l
)
李
学
勤
「
馬
王
堆
吊
書
与
〈
鵬
冠
子
V
」
江
漢
考
古
二
(
総
第
七
期
)
五
六
頁
。
(2)
呉
光
『
黄
老
之
学
通
論
』
第
五
章
第
二
節
漸
江
人
民
出
版
社
一
九
八
五
年
一
五
二
頁
。
(
3
)
『
鴎
冠
子
』
近
迭
篇
に
は
「
廠
子
臼
く
、
弟
子
之
れ
を
聞
け
り
」
と
あ
り
、
両
者
が
師
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
。
(
4
)
こ
れ
に
関
し
て
は
既
に
銭
穆
氏
に
も
言
及
が
あ
る
。
銭
穆
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
澗
媛
劇
辛
孜
。
(
5
)
『
太
平
御
覧
』
巻
第
六
百
二
・
文
部
十
八
・
著
書
下
が
引
く
『
列
仙
伝
」
侠
文
。
(
6
)
李
学
勤
「
《
駒
冠
子
》
与
両
種
吊
書
」
陳
鼓
応
主
篇
『
道
家
文
化
研
究
』
第
一
輯
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
年
三
三
六
頁
。
(7)
〉
円
。
EFω
自
「
〉
Z
開
門
F
開口、
H，
開
口
司
回
同
l
国
〉
Z
H
M出回目
[
O
的
OHν
回
目
。
〉
「
叶
何
H
A『
・
出
O
l同
己
〉
Z
叶
N
C」
聞
己
]
旦
目
。
ご
}
出
印
n
F。
[
O同
O
口
。
旦
包
官
民
〉
骨
Hnmロ
印
E
E
B
L
D∞
由
匂
一
岩
田
(8)
『
史
記
』
三
皇
本
紀
に
は
、
「
天
地
初
め
て
立
つ
や
、
天
皇
氏
有
り
。
(
中
略
)
兄
弟
十
二
人
、
立
ち
て
各
お
の
一
万
八
千
歳
。
地
皇
は
十
一
頭
、
火
徳
の
王
た
り
。
(
中
略
)
亦
た
各
お
の
万
八
千
歳
」
と
あ
る
。
三
皇
本
紀
は
緯
普
等
を
参
考
に
腐
の
司
馬
貞
が
補
筆
し
た
も
の
で
、
信
滋
性
に
問
題
が
残
る
。
た
だ
し
、
緯
書
等
も
全
く
の
創
作
で
は
な
く
、
古
代
の
伝
説
を
多
分
に
盛
り
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
司
馬
貞
が
「
図
緯
の
載
す
所
、
全
く
は
奔
つ
可
か
ら
ず
」
と
言
う
よ
う
に
、
全
て
を
捨
て
去
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
(9)
郡
家
健
「
《
鴎
冠
子
》
試
論
」
江
浪
論
坦
一
九
八
三
年
一
九
八
六
年
|
二
(
総
『鴎冠子』王鉄篇の成立について(福田)
第
六
六
期
)
五
九
頁
。
(
叩
)
黄
帝
・
老
子
の
術
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
隙
平
は
「
宰
相
は
上
に
天
子
を
佐
け
、
陰
陽
を
理
め
、
四
時
を
順
に
し
、
下
に
万
物
の
宜
し
き
を
育
む
。
外
は
四
夷
・
諸
候
を
鎮
撫
し
、
内
は
百
姓
に
親
附
し
、
卿
・
大
夫
を
し
て
各
お
の
其
の
職
に
任
う
を
得
せ
し
む
」
(
『
史
記
」
陳
丞
相
世
家
)
と
、
宰
相
の
職
務
と
し
て
①
陰
陽
・
四
時
等
の
調
和
、
万
物
の
養
育
等
の
自
然
界
の
統
治
、
②
四
夷
・
諸
候
の
鎮
撫
、
百
姓
と
の
親
和
、
卿
・
大
夫
の
職
買
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
等
の
人
間
界
の
統
治
、
と
い
う
二
種
類
を
挙
げ
る
。
主
欽
篇
で
は
か
か
る
宰
相
の
職
務
を
、
令
罪
|
①
、
柱
国
|
②
に
分
担
さ
せ
て
い
る
と
も
考
え
得
る
。
(
日
)
「
堤
」
に
つ
い
て
陸
佃
は
「
堤
は
零
日
な
り
」
と
、
月
が
完
全
に
欠
け
た
晦
日
を
指
す
と
注
す
る
。
「
匂
」
、
「
節
」
、
「
月
」
は
、
「
一
扇
は
十
日
(
句
)
に
し
て
郷
に
報
じ
、
郷
は
十
五
日
(
節
)
に
し
て
県
に
報
じ
、
県
は
三
十
日
(
月
)
に
し
て
郡
に
報
じ
」
の
回
数
に
対
応
す
る
の
で
、
「
堤
」
は
「
旦
は
五
日
に
し
て
扇
に
報
じ
」
に
対
応
し
、
一
見
、
五
日
を
指
す
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
五
日
に
報
告
す
る
の
は
「
家
旦
」
で
は
な
く
「
里
」
の
み
な
の
で
、
「
堤
」
と
は
や
は
り
晦
日
を
指
し
、
「
堤
」
を
起
点
と
し
て
五
日
後
、
皇
有
司
が
扇
長
に
報
告
す
る
意
味
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
同
様
に
「
気
の
分
れ
て
至
る
所
」
は
四
十
五
日
、
「
六
律
」
は
六
十
日
を
指
す
。
(
ロ
)
十
二
律
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
、
『
礼
記
』
月
令
篇
等
で
、
一
年
十
二
か
月
に
配
当
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
十
二
律
で
は
な
く
六
律
な
の
で
、
一
年
に
六
律
を
配
当
す
る
と
、
一
律
U
二
月
、
す
な
わ
ち
六
十
日
と
な
る
。
(
日
)
唐
の
韓
愈
は
「
鴎
冠
子
十
有
六
稿
。
其
の
詞
は
黄
老
刑
名
を
雑
う
」
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(
弘
前
防
冠
子
)
と
、
『
鴎
冠
子
』
中
に
黄
老
思
想
や
刑
名
の
学
が
混
在
し
て
い
る
と
評
し
、
組
宋
の
陸
佃
も
「
其
の
道
は
蹄
駁
し
、
著
者
は
初
め
は
賞
老
に
本
づ
き
、
末
は
流
れ
て
形
名
に
迫
る
」
(
鴎
冠
子
序
)
と
、
賞
老
思
想
が
主
で
、
形
名
論
も
散
見
さ
れ
る
と
評
す
。
(M)
巻
前
古
侠
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
四
O
O年
前
後
と
す
る
唐
前
説
(
「
馬
王
堆
出
土
〈
老
子
}
乙
本
巻
前
古
侠
書
的
研
究
」
考
古
学
報
一
九
七
五
年
・
第
一
期
)
、
前
三
0
0
1二
六
五
年
頃
と
す
る
浅
野
裕
一
説
(
浅
野
氏
前
掲
哲
・
三
一
O
頁
)
、
戦
国
最
末
か
ら
秦
漢
の
際
と
す
る
金
谷
治
説
(
「
古
供
番
「
経
法
」
等
四
篇
に
つ
い
て
」
加
賀
博
士
退
官
記
念
・
中
国
文
史
哲
学
論
集
)
、
漢
初
と
す
る
康
立
説
(
「
『
十
大
経
』
的
思
想
和
時
代
」
歴
史
研
究
一
九
七
五
年
・
第
三
期
)
等
が
あ
り
、
議
論
が
分
か
れ
る
。
た
だ
し
、
斉
の
穣
下
の
学
と
寅
老
思
想
の
関
係
、
及
び
戦
国
最
末
期
に
斉
へ
亡
命
す
る
楽
氏
が
黄
老
学
の
伝
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
少
な
く
と
も
前
二
五
O
年
頃
ま
で
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
日
)
金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
岩
波
書
庖
一
九
八
七
年
三
三
O
ー
=
さ
二
頁
。
(
日
)
尚
同
筋
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
末
期
と
す
る
渡
辺
卓
説
(
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
』
創
文
社
一
九
七
三
年
・
第
三
部
)
、
「
遅
〈
も
戦
国
末
ま
で
降
る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
浅
野
裕
一
説
(
「
「
母
子
」
尚
周
論
の
構
造
l
天
子
専
制
理
論
と
の
対
比
|
」
文
化
第
四
O
巻
第
一
・
二
号
一
九
七
六
年
)
、
漢
初
と
す
る
橋
本
純
也
説
(
「
『
墨
子
』
尚
同
論
の
構
造
と
主
題
」
東
洋
古
典
学
研
究
第
5
集
一
九
九
八
年
)
等
が
あ
る
。
『
墨
子
』
魯
問
摘
で
は
翠
子
が
尚
同
に
言
及
す
る
場
面
が
あ
り
、
量
子
の
時
代
に
既
に
尚
同
の
理
論
が
存
在
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
成
立
は
そ
れ
を
降
る
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
速
く
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
は
浅
野
説
に
従
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
は
尚
同
篇
と
の
比
較
を
通
し
、
王
欽
稿
の
特
徴
を
よ
り
鮮
明
に
理
解
せ
ん
と
す
る
点
に
あ
り
、
尚
同
篇
と
の
先
後
関
係
を
年
代
比
定
の
規
準
と
す
る
意
図
は
な
い
。
(
口
)
浅
野
裕
一
氏
前
掲
書
三
一
O
頁。
(
凶
)
杜
宝
元
氏
は
、
王
欽
篇
の
「
其
の
邑
を
治
め
都
を
理
む
る
に
、
臨
習
者
を
使
う
」
に
現
れ
る
「
臨
」
の
字
を
、
揚
雄
の
『
方
吉
田
』
「
梁
益
の
問
、
眼
目
を
継
と
為
す
」
を
引
き
、
南
方
の
方
言
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
ロ
社
宝
元
「
《
蹴
冠
子
〉
研
究
」
中
国
歴
史
文
献
研
究
集
刊
一
九
八
四
年
第
五
期
五
二
頁
。
(
刊
日
)
〉
の
の
E
F
m日
氏
前
掲
論
文
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世
間
同
∞
